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研究課題名 小児脳腫瘍患者の受診状況からみた集約化と均てん化 

研究の対象 

2020 年 1 月から 2024 年 12 月までの間に、横浜市立大学附属病院およびその神奈川県

内の関連施設にて診療を受け、脳腫瘍と診断された患者さんのうち、診断時年齢が 18 歳以

下の方を対象とします。 

研究の目的 

脳腫瘍は希少がんに分類されていますが、小児がんでは白血病に次いで 2 番目に多いがんで

す。診断や治療に関する研究が多く行われているにも関わらず、脳腫瘍は治療成績の改善に乏

しく、白血病の治療成績向上に伴い、死亡原因では小児がんの第 1 位を占めています。成人

を含めた脳腫瘍に関する診療体制に関しては“集約化”や“均てん化”ということが医療政

策上も問題となっており、第４期がん対策推進基本計画でも小児・AYA 世代がんの集約化に

関して明記されておりますが、実際の医療現場でどのように診療がなされているか、実態を把

握した報告はなく、既存のデータベースを用いた研究においても、特に日本のデータを用いた

研究は乏しく、具体的な解決策は提示されておりません。小児脳腫瘍の診療が実際にどのよう

に行われているのか、横浜市立大学附属病院およびその関連施設における調査を行い、実態の

把握と今後の課題を検討します。本研究の結果を、全国調査に繋げ、今後より良い小児脳腫瘍

の診療体制を構築することを目指します。 

研究の方法 

研究協力機関である医療機関より収集したアンケート結果を用いて集計解析を行い、主たる

研究機関である横浜市立大学附属病院の神奈川県内の連携・関連施設内で小児脳腫瘍の診療

がどのように行われているのかを可視化し、今後の診療体制構築に必要な要素を検討します。 

研究期間 
西暦 2025 年 9 月 18 日（実施機関の長の許可日） ～ 西暦 2035 年 3 月 31 日 

情報の利用、提供を開始する予定日：西暦 2025 年 9 月 18 日（実施機関の長の許可日） 

研究に用いる 

試料・情報の 

項目 

本研究では、小児脳腫瘍症例の診療の現在の流れを把握するため、下記の「研究協力機関」の

診療録から、原則として小児脳腫瘍の症例数、診断の内訳、手術件数や紹介先・紹介元医療機

関の動向、がんゲノム検査の提出率や JCCG 中央病理診断の提出率など、集計情報を収集し

ます。個人を特定できない形式で情報収集の上、公表する際にも集計結果を用いるため個人の

識別ができる情報は含みません。既に診療録に保存されている情報を用いますので、研究対象

の方のご負担になることはございません。 
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試料・情報の 

授受 

本研究では原則として件数や各施設の診療の流れを把握することが目的であるため、Forms

を用いて対象の医療機関からアンケート調査の形式で収集します。個人情報に配慮を要する

情報を取得する場合には、各研究協力機関から適切な措置を講じたセキュアな環境における

電子媒体を利用します。収集した情報は、横浜市立大学附属病院において研究期間の終了後５

年間保管しますが、個人が特定できないよう加工した情報については、本研究の目的以外の学

術研究に用いられる可能性または他の研究機関に提供する可能性があるため、保管期間終了

後も期間を定めず保管します。廃棄する際は、個人を特定できないよう処理した上で、情報は

復元できない方法で破棄します。 

個人情報の管

理 

本研究では、「研究協力機関」の診療録から得た医療機関単位での全体数や割合に関する情報

を、主たる研究機関である横浜市立大学附属病院がアンケート調査への解答として提供され

ます。本研究では、各機関で個人を特定できる情報を削除した状態で主たる研究機関へ提供し

ます。そのため、提供後は個人の特定ができなくなります。 

試料・情報の

管理について

責任を有する

者 

【主たる研究機関に集積された情報の管理】 

横浜市立大学附属病院の個人情報の管理責任者は病院長でありますが、その責務を以下のも

のに委任され管理されます。 

研究代表者：横浜市立大学附属病院 脳神経外科学 診療科部長/主任教授 山本哲哉 

利益相反 

利益相反とは、研究成果に影響するような利害関係を指し、金銭及び個人の関係を含むもので

す。本研究は、公立大学法人横浜市立大学脳神経外科学基礎研究費等の研究費を用いて行いま

す。本研究の計画・実施・報告において、研究の結果および結果の解釈に影響を及ぼす利益相

反はありません。また、研究の実施により、研究対象者の権利や利益を損ねることはありませ

ん。 
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研究組織 

（利用する者

の範囲） 

【研究機関と責任者】 

横浜市立大学附属病院 脳神経外科 診療科部長/主任教授 山本哲哉 

【研究協力機関と担当者】 

横浜市立大学附属市民総合医療センター 脳神経外科 坂田勝巳 

横浜労災病院 脳神経外科 周藤高 

横浜市立みなと赤十字病院 脳神経外科 三宅茂太 

横須賀市立総合医療センター 脳神経外科 堀聡 

国立病院機構 横浜医療センター 脳神経外科 宮原宏輔 

横須賀共済病院 脳神経外科 田中良英 

神奈川県立こども医療センター 脳神経外科 広川大輔 

横浜南共済病院 脳神経外科 間中浩 

藤沢市民病院 脳神経外科 向原茂雄 

平塚共済病院 脳神経外科 横山高玲 

湘南鎌倉総合病院 脳神経外科 渡辺剛史 

横浜市立脳卒中・神経脊椎センター 脳神経外科 大塩恒太郎 

横浜栄共済病院 脳神経外科 野村素弘 

小田原市立病院 脳神経外科 川崎貴史 

藤沢湘南台病院 脳神経外科 篠原禎雄 

秦野赤十字病院 脳神経外科 廣田暢夫  

神奈川県立がんセンター 脳神経外科 佐藤秀光 

横須賀市立市民病院 脳神経外科 吉田俊 

神奈川県立足柄上病院 脳神経外科 濱田幸一 

汐田総合病院 脳神経外科 窪倉孝道 

横浜新都市脳神経外科病院 脳神経外科 森本将史 

本研究に関するご質問・ご相談等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画

書及び関連資料を閲覧することが出来ますので下記連絡先までお申出下さい。 

本研究で用いる情報について、研究代表機関へ提供された後は個人を特定することができないた

め、研究利用への拒否の連絡をいただいた際対応いたしかねますことをご了承ください。 

問合せ先： 

〒236-0004 住所：神奈川県横浜市金沢区福浦 3-9 

横浜市立大学附属病院 脳神経外科 診療科部長/主任教授 山本哲哉 

電話番号：045－787－2663 FAX：045－783－6121 

 


